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サントリー
工場

とのしょう

ながいけ

アルプラザ
城陽

長池郵便局長池郵便局

長池

城
陽

今池
小学校

心理教会

障害者支援施設
凛（りん）
ぷちぽんとkitchen+farm
・
・

  

円（まどか）
紡（つむぎ）
和（なごみ）
魁（さきがけ）
南山城学園診療所

 

法人本部
介護老人保健施設
煌（きらめき）
〈通所リハビリテーション〉
居宅介護支援事業所 
すまいる

障害支援施設
翼（つばさ）
知的障害者デイサービス
センター あっぷ 

・
・

・

・

観音堂ホーム・

  

 
光（ひかり）
輝（かがやき）
児童日中一時支援事業所
 ちぇりー
障害者デイサービスセンター
 わこう
障害児（者）相談支援センター
 りーふ
京都府地域生活定着
支援センター ふぃっと
和光診療所
カフェぷらんたん

　
・
・
・

・

・

・

・
・

デイセンター ふらっぷ
ショートステイ ふらっぷ
障害児（者）相談支援センター
うぃっしゅ

デイセンター ふらっぷ
ショートステイ ふらっぷ
障害児（者）相談支援センター
うぃっしゅ

・
・
・

障害者支援センターじゃすと
障害者就業・生活支援センターはぴねす
就労移行支援事業所さぴゅいえ
グループホーム宇治小倉ホーム
コミュニティカフェ
「S’APPUYER（さぴゅいえ）」

障害者支援センターじゃすと
障害者就業・生活支援センターはぴねす
就労移行支援事業所さぴゅいえ
グループホーム宇治小倉ホーム
コミュニティカフェ
「S’APPUYER（さぴゅいえ）」

・
・
・
・
・

田
寺

荘
野
富

鷺坂ホーム

サザン京都

文化パルク城陽文化パルク城陽

城陽警察城陽警察

城陽市役所城陽市役所

京都銀行

城陽消防署
高齢者デイサービス
センター すまいる
身体障害者デイサービス
センター すいんぐ
障害者生活
支援センター はーもにぃ
障害児（者）地域療育
支援センター うぃる
山城北圏域障害者総合
相談支援センター うぃる

・

・

・

・

・

グループホーム長池
企業主導型保育 すずの詩
・
・

城陽エリア（城陽市）

京都市中京区エリア

宇治エリア（宇治市） 島本町エリア（大阪府三島郡）

醍醐エリア（京都市伏見区）

京
奈
和
自
動
車
道

J
R
奈
良
線近

鉄
京
都
線

近
鉄
京
都
線

24

24

・
・
・
・
・

丸太町通

地下鉄東西線

京都御所

二条城

御池通

四条通

五条通

そらの詩保育園

もりの詩 保育園 丸
太
町

御
池

二
条

四
条

五
条

地
下
鉄
烏
丸
線

堀
川
通

J
R
山
陰
本
線

地下鉄
東西線

石田
大山交差点

武田総合病院

なごみの里
病院

石田

六地
蔵

六
地
蔵

京
阪
宇
治
線

J
R
奈
良
線

六
地
蔵

36

ＪＲ奈良線

宇治
郵便局

レインボー
コーナン

至 宇治

近
鉄
京
都
線

近
鉄
京
都
線

小
倉

小倉

島本町
役場

ローソン
コープ

トッパン

るりの詩
保育園

・認定こども園
　ゆいの詩
・こども発達支援
　Cocoro島本

名
神
高
速
道
路

J
R
京
都
線

島
本

水
無
瀬

阪
急
京
都
線

特
集

障害者支援施設

障害者支援施設

今
号
は「
災
害
時
に
お
け
る
福

祉
的
な
支
援
」を
テ
ー
マ
に
お

送
り
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
と
向

き
合
う
編
集
部
か
ら
の
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
メ
ン
ト
を
、
編
集
後
記

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

災
害
時
の
福
祉
的
支
援
に
は
、

平
時
か
ら
の「
つ
な
が
り
」が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
前
号
の「
孤

立
・
孤
独
対
策
」と
同
様
、
日

頃
の
関
係
づ
く
り
が
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
支
え
に
な
り
ま

す
。
地
域
の
中
で「
顔
の
見
え

る
関
係
」を
育
む
こ
と
が
、
誰

も
取
り
残
さ
な
い
支
援
に
つ
な

が
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感

し
ま
し
た
。（T.O

.

）

私
の
住
ん
で
い
る
地
域
は
高
齢

者
の
世
帯
が
多
く
、
私
は
数
年

前
か
ら
自
治
会
の「
近
隣
高
齢

者
の
見
守
り
隊
」に
登
録
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
若
い

世
帯
の
地
域
住
民
も
巻
き
込
ん

で
、
み
ん
な
が
防
災
や
災
害
時

の
助
け
合
い
を「
自
分
ご
と
」

と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
取

り
組
み
が
も
っ
と
必
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。（A

.S.

）

福
祉
避
難
所
の
機
能
を
備
え
る

「
彩
雲
館
」

災
害
時
に
お
け
る

福
祉
的
な
支
援
の
あ
り
方
を
考
え
る
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特集　災害時における福祉的な支援のあり方を考える

電
力
を
供
給
で
き
る
よ
う
太
陽
光
発
電

設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
備
蓄

食
、
災
害
用
品
も
、
城
陽
エ
リ
ア
と
し

て
約
8
0
0
名
分×

3
日
分
の
食
料
、

水
な
ど
が
備
蓄
さ
れ
て
い
ま
す
（「
醍

醐
和
光
多
目
的
ホ
ー
ル
」
が
あ
る
醍
醐

エ
リ
ア
で
は
約
2
3
0
名
分×

3
日
分

が
備
蓄
さ
れ
て
い
ま
す
）。

　

南
山
城
学
園
で
は
、
法
人
全
体
の
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
一
環
と
し

て
、「
大
規
模
災
害
部
会
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
災
害
時
に
お
け
る
利
用
者

様
や
職
員
の
安
全
確
保
と
、
地
域
社
会

へ
の
福
祉
的
支
援
の
強
化
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
主
な
メ
ン
バ
ー
は
各
エ
リ

ア
管
理
職
、D

W
AT

（
災
害
派
遣
福
祉

チ
ー
ム
）
メ
ン
バ
ー
、
管
理
栄
養
士
、

法
人
本
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
山
城
学
園
が
持
つ
専
門
性
や
ノ
ウ

ハ
ウ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
活
用
し
、

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
・
団
体
と

連
携
・
協
働
を
図
り
な
が
ら
、
災
害
時

の
利
用
者
様
の
安
全
確
保
と
、
法
人
の

事
業
継
続
が
実
現
で
き
る
体
制
を
目
指

し
ま
す
。

　

ま
た
、「
大
規
模
災
害
部
会
」
で
は
、

災
害
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定

し
た
災
害
発
生
時
職
員
参
集
訓
練
を
実

施
し
、
福
祉
避
難
所
の
開
設
に
向
け
た

課
題
の
洗
い
出
し
やBCP

（
事
業
継
続

計
画
）・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
善
に
向
け

た
課
題
の
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

南
山
城
学
園
で
は
、「
醍
醐
和
光
多

目
的
ホ
ー
ル
」（
京
都
市
伏
見
区
）
と

多
目
的
活
動
棟
「
彩
雲
館
」（
城
陽
市
）

の
2
つ
の
施
設
が
、
そ
れ
ぞ
れ
京
都

市
と
城
陽
市
よ
り
福
祉
避
難
所
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
災
害
が
起
き
て
、
避
難
勧

告
が
発
令
さ
れ
た
ら
、
小
学
校
や
公
民

館
な
ど
指
定
の
避
難
所
に
避
難
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

高
齢
者
や
障
害
者
、
妊
産
婦
、
乳
幼
児
、

病
弱
者
な
ど
、
特
別
な
配
慮
が
必
要
な

方
が
、
よ
り
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ

う
、
一
般
の
避
難
所
と
は
別
に
設
置
さ

れ
て
い
る
の
が「
福
祉
避
難
所
」で
す
。

　

竣
工
か
ら
10
年
が
経
過
し
、
福
祉
避

難
所
の
機
能
を
備
え
る「
彩
雲
館
」は
、

災
害
時
要
援
護
者
の
方
々
が
安
心
し
て

安
全
に
避
難
所
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

館
内
の
1
階
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ

て
お
り
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
の
多
機

能
ト
イ
レ
や
冬
季
に
備
え
て
床
暖
房
機

能
が
設
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
停
止
時
に
、
3
日
程
度
の

　

自
然
災
害
が
頻
発
化
・
大
規
模
化
す

る
中
で
、
平
時
か
ら
災
害
に
備
え
、
被

災
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
過
去
の
大
規
模
災

害
の
教
訓
等
を
踏
ま
え
、
災
害
時
に
お

け
る
福
祉
的
な
支
援
の
充
実
を
図
る
た

め
、
災
害
対
策
基
本
法
等
の
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
南
山
城
学
園
で

は
、
こ
れ
ま
で
社
会
福
祉
法
人
と
し
て

培
っ
て
き
た
専
門
性
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
、
災
害
支
援
の
取
り
組
み
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
社
会
福
祉
法
人
の

強
み
を
活
か
し
た
南
山
城
学
園
の
災
害

時
に
お
け
る
福
祉
的
な
支
援
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

南
山
城
学
園
の
福
祉
避
難
所

南
山
城
学
園
の
災
害
対
策
体
制

「
大
規
模
災
害
部
会
」

特
集

災
害
時
に
お
け
る

福
祉
的
な
支
援
の

あ
り
方
を
考
え
る

障害者や高齢者、小さな子
ども連れの方でも利用がで
きることはもちろん、オス
トメイトの方も利用ができ
るようになっています。

展示室

応接室
フリー
スペース

1 営繕室

事務室ホール・ロビーフリー
スペース

2

1

2

3

1 F

展示室

会議室

ゲストルーム

会議室
2

会議室
1

吹抜

吹抜

和室

4

2 F

1 オストメイト対応の
多機能トイレ

福祉避難所の機能を備える「彩雲館」の設備

ライフライン停止時に、3日
程度の電力を供給できるよ
うにしています。（現在の発
電量も確認できます）

2 太陽光発電設備

館内の1階は、バリアフリー
になっており、冬季に備え
て床暖房機能の設備もあり
ます。

3 バリアフリー構造
（床暖房）

避難者用として約800名分×3

日分の食料を備えています。
様々な方が来られることを
想定し、柔らかい食事の非
常食も備えています。

4 備蓄食、災害用品

避難訓練の様子
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「
も
り
の
詩
保
育
園
」
で
は
、
京
都

光
華
女
子
大
学
災
害
支
援
サ
ー
ク
ル
彩

華
（
い
ろ
は
）
の
学
生
た
ち
が
、
自
作

の
「
防
災
す
ご
ろ
く
」
を
活
用
し
て
楽

し
く
遊
び
な
が
ら
、
園
児
た
ち
に
防
災

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

一
般
社
団
法
人
京
都
子
ど
も
記
者
ク

ラ
ブ
と
合
同
で
、
小
学
5
年
か
ら
中

学
2
年
生
の
子
ど
も
た
ち
が
記
者
と

し
て
福
祉
避
難
所
開
設
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
体
験
で
き
る
場
やD

W
AT

に
つ

　

南
山
城
学
園
で
は
、
平
成
23
年
6
月

に
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
と
し

て
、
全
国
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議

会
を
通
し
て
職
員
を
被
災
地
に
派
遣
し

ま
し
た
。
続
い
て
、
平
成
24
年
の
京
都

府
南
部
豪
雨
、
平
成
25
年
の
台
風
18
号

災
害
に
職
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
を

結
成
し
、
現
地
支
援
に
職
員
を
派
遣
し

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
の
京
都D

W
AT

（
災
害
派

遣
福
祉
チ
ー
ム
）
発
足
と
同
時
に
職
員

登
録
を
行
い
、
現
在
で
は
職
員
14
名
が

登
録
し
て
い
ま
す
。

　

京
都D

W
AT

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

は
、
平
成
28
年
の
熊
本
地
震
、
平
成
30

年
の
西
日
本
豪
雨
災
害
へ
の
支
援
派
遣

を
は
じ
め
、
令
和
6
年
の
能
登
半
島
地

震
の
災
害
支
援
に
職
員
を
派
遣
し
、
南

山
城
学
園
が
培
っ
て
き
た
専
門
性
や
ノ

ウ
ハ
ウ
等
を
発
揮
し
、
被
災
地
に
寄
り

添
っ
た
福
祉
的
支
援
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
法
改
正
で
は
、

D
W

AT

の
活
動
範
囲
の
拡
大
が
図
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
京
都

D
W

AT

と
し
て
派
遣
を
経
験
し
た
南
山

城
学
園
の
職
員
の
専
門
性
の
発
揮
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
で
は
、
福

祉
避
難
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る

「
彩
雲
館
」
に
備
蓄
し
て
い
る
レ
ト
ル

ト
食
品
や
紙
パ
ン
ツ
等
を
、
地
震
発
生

3
日
後
に
、
佛
教
大
学
福
祉
教
育
開
発

セ
ン
タ
ー
の
後
藤
至
功
先
生
を
通
じ

て
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
救
援
物
資

を
お
届
け
し
ま
し
た
。

京
都
府
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
（
京

都D
W

AT

）
の
派
遣
に
よ
る
人
的
支
援

こ
ど
も
食
堂
で
防
災
体
験

す
ご
ろ
く
で
防
災
を
学
ぶ

備
蓄
品
の
提
供
に
よ
る
物
的
支
援

S o m e t h i n g  N e w

被
災
地
に

寄
り
添
っ
た
支
援

　DWAT（Disaster Welfare Assistance Team 災害派遣福
祉チーム）とは、災害時に被災地へ福祉の専門職で構成さ
れるチームを派遣し、避難所や福祉避難所で高齢者や障
害者、子ども、災害により要配慮者となられた方などへの
福祉的支援を行う仕組み。
　京都DWATは、平成26年度から京都府が福祉専門職の
養成とチーム編成を進め、平成28年3月に発足。京都府内
を8圏域に分けて12チームを編成し、社会福祉士や介護
福祉士、ケアマネジャーなど約130～170人の専門職が登
録。南山城学園も発足当初から、積極的に参画。

DWAT（災害派遣福祉チーム）とは

地
域
と
と
も
に

平
時
か
ら
備
え
る

京都DWAT発足当時からの
登録メンバーの一人
障害者支援施設 輝
副施設長
佐藤 走野

M
e

ssag
e

南山城学園
大規模災害部会 座長
吉岡 弘樹
福祉事業局次長
兼 障害者支援施設 輝
施設長

M
e

ssag
e

京
都
子
ど
も
記
者
ク
ラ
ブ
と
合
同
で
福

祉
避
難
所
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
体
験

物的支援

社
会
福
祉H

ERO
‘S

ち
ゃ
ん
ね
る

に
佐
藤
副
施
設
長
が
登
壇
し
、

自
身
が
参
加
す
るD

W
AT

に
つ
い

て
熱
く
語
っ
て
い
ま
す
。

南
山
城
学
園
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
が

持
つ
専
門
性
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
等
を
活
用
し
、
被
災
地
に
寄
り
添
っ

た
福
祉
的
支
援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
部
会
は
、
平
成
25

年
の
発
足
か
ら
12
年
が
経
過
し
、

災
害
対
応
体
制
の
強
化
と
見
直
し

が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
切
迫
す
る

大
規
模
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、

社
会
構
造
の
変
化
を
踏
ま
え
、
災

害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
やBCP

の
定

期
的
な
見
直
し
と
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

を
行
い
、
被
害
想
定
や
対
応
手
順

の
検
証
・
強
化
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
非
常
電
源
用
の
自
家

発
電
設
備
を
各
事
業
所
に
設
置
、

ト
イ
レ
な
ど
水
回
り
の
設
備
に
つ

い
て
も
整
備
を
進
め
、
災
害
時
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
し
っ
か
り
支
え

ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
各
事
業
所
に
防
災
士
や
災

害
対
策
士
の
資
格
を
持
っ
た
職
員

を
配
置
し
、
事
業
所
ご
と
の
防
災

や
災
害
時
支
援
の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
法
人

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
と
協
力
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
職

員
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
ご
と
」

と
し
て
防
災
を
意
識
し
て
い
く
こ

と
が
と
て
も
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

南
山
城
学
園
で
は
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
関
係
者
と
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、

平
時
か
ら
災
害
に
備
え
た
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
食
堂
「
ダ
イ
ニ
ン
グ
あ
ん
さ

ん
ぶ
る 

わ
こ
う
」
で
は
、「
防
災
」
を

テ
ー
マ
に
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、

災
害
に
備
え
た
非
常
食
の
試
食
や
、
避

難
所
で
の
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
組
み
立

て
を
体
験
し
ま
し
た
。
こ
ど
も
食
堂
を

通
じ
て
、
気
軽
に
楽
し
み
な
が
ら
、
防

災
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

い
て
理
解
を
深
め
る
場
を
企
画
、
運
営

を
し
ま
し
た
。

　

京
都
府
南
部
で
震
度
7
の
地
震
が
発

生
し
た
想
定
の
も
と
、
福
祉
避
難
所
開

設
時
に
必
要
と
な
る
高
齢
者
・
身
体
障

害
者
・
知
的
障
害
者
へ
の
聞
き
取
り
な

ど
を
子
ど
も
た
ち
が
行
い
、
そ
の
難
し

さ
と
大
切
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
方
が
生
命
の
危
機

を
脱
し
た
後
に
い
だ
く
生
活
課
題

へ
の
不
安
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど

大
き
い
も
の
で
す
。
課
題
解
決
の

道
を
一
緒
に
考
え
な
が
ら
不
安
を

希
望
に
変
え
て
い
くD

W
AT

の
活
動

は
、
被
災
者
の
未
来
に
と
っ
て
必

要
不
可
欠
で
す
。
そ
の
う
え
で
、

「
わ
た
し
た
ちD

W
AT

が
い
な
く

な
っ
て
も
支
援
で
き
る
、
生
活
で

き
る
体
制
を
皆
で
つ
く
り
あ
げ
る
」

と
い
う
共
通
認
識
の
下
、
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
京
都D

W
AT

の
実
働

メ
ン
バ
ー
と
し
て
尽
力
し
て
い
き

た
い
で
す
し
、
も
っ
とD

W
AT

の
活

動
が
広
ま
り
、
実
働
で
き
る
チ
ー

ム
が
増
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

特集　災害時における福祉的な支援のあり方を考える
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災
害
時
に
お
け
る
福
祉
的
な
支
援
の
展

開
と
南
山
城
学
園
へ
の
期
待
に
つ
い

て
、
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
の
災

害
支
援
が
ご
専
門
の
天
理
大
学
の
北
垣 

智
基 

准
教
授
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
法
人
に
は
、
平
時
か
ら
支

援
を
必
要
と
さ
れ
る
方
へ
の
支
援
を
災

害
時
に
お
い
て
も
継
続
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
重
要
と
な

る
の
が
、BCP

（
事
業
継
続
計
画
）
で

す
。
南
山
城
学
園
に
お
い
て
も
、
工
夫

を
凝
ら
し
たBCP

が
策
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
後
は
、
そ
のBCP

を
い
か
に

実
効
性
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
こ
と

が
大
き
な
課
題
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、BCP

に
基
づ
く
研

修
や
訓
練
を
実
施
し
、BCP

の
見
直
し

を
行
う
と
と
も
に
、BCP

に
基
づ
い
て

適
確
か
つ
迅
速
に
「
動
け
る
」
組
織
づ

く
り
を
行
うBCM

（
事
業
継
続
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
）
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
社
会
福
祉
法
人
に

は
、
地
域
住
民
の
方
々
へ
の
支
援
や
、

災
害
に
よ
っ
て
生
じ
る
新
た
な
福
祉
的

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
も
求
め

ら
れ
ま
す
。
災
害
時
の
ス
ム
ー
ズ
な
助

け
合
い
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
平
時

か
ら
、
地
域
住
民
の
方
々
と
の
関
係
づ

く
り
を
行
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

　

南
山
城
学
園
も
福
祉
避
難
所
の
指
定

を
受
け
て
い
ま
す
が
、
全
国
的
に
福
祉

避
難
所
が
地
域
の
中
で
十
分
に
認
知
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま

す
。
南
山
城
学
園
で
は
、
地
域
に
向
け

た
「
彩
雲
祭
」
を
開
催
し
た
り
、
地
域

住
民
の
方
々
と
一
緒
に
避
難
訓
練
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
こ

う
し
た
広
報
活
動
の
取
り
組
み
が
重
要

と
な
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
社
会
福
祉
法
人
に
は
、
被

災
地
に
お
け
る
支
援
の
最
前
線
に
い
る

立
場
か
ら
、
災
害
時
に
お
け
る
人
権
問

題
や
権
利
擁
護
に
つ
い
て
、
広
く
社
会

に
訴
え
て
い
く
役
割
が
求
め
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

す
で
に
福
祉
避
難
所
の
指
定
や
災
害

派
遣
福
祉
チ
ー
ム
（D

W
AT

）
へ
の
派

遣
に
よ
る
人
的
支
援
、
被
災
地
へ
の
備

蓄
品
の
提
供
に
よ
る
物
的
支
援
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
後
は
、
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
更
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

社
会
福
祉
法
人
に
求
め
ら
れ
る
災
害
時
の

役
割
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

災
害
時
に
お
け
る
南
山
城
学
園
へ
の
期

待
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

S o m e t h i n g  N e w

災
害
時
に
お
け
る
福
祉
的
な
支
援
の
展
開
と
南
山
城
学
園
へ
の
期
待

　

さ
ら
に
、
南
山
城
学
園
は
、「
ほ
ん

ず
活
動
」（
伝
統
産
業
の
継
承
）
や

「KO
U

FU
KU

（
工
・
福
）
連
携
」
な
ど
、

先
駆
的
な
取
り
組
み
を
実
践
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
「
先
駆
性
」
を
、
災

害
支
援
に
お
い
て
も
発
揮
し
て
い
た
だ

き
、
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
提
案
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
、「
声
な
き
声
」

に
耳
を
傾
け
、
平
時
か
ら
災
害
時
ま
で

を
も
視
野
に
入
れ
た
南
山
城
学
園
の
実

践
を
期
待
し
ま
す
。

天理大学
北垣 智基 准教授

In
terview

書籍『らせんの日々－作家、福祉に出会う』への取材協力

I n f o r m a t i o n

NEW
FACE

　社会福祉法人南山城学園の創立60周年を迎える
にあたり、南山城学園が取材協力した作家 安達茉
莉子氏による書籍『らせんの日々－作家、福祉に
出会う』（ぼくみん出版会）が出版されました。
　本書は、南山城学園への潜入取材を通じて得た
貴重な経験をもとに、福祉の現場で働く職員たち
の語りを通して、福祉の本質とその魅力を描いた
エッセイです。安達茉莉子氏の作風である、温か
く人間味あふれる筆致で、日々の小さな幸せや
人々の心のつながりが丁寧に描かれています。

令和7年度 新規採用総合職職員研修出席者

令和7年度は41名のフレッシュな新規採用職員（総合職）が入職しました。
福祉に対する熱意と志を胸に、新たな一歩を踏み出します。

『らせんの日々－作家、福祉に出会う』

避難訓練の様子

価格1,800円（税抜）　ISBN 9784911495001
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